
第４７５回広島海区漁業調整委員会議事録 

 

１  日時及び場所 

   日 時  令和３年３月２２日（月）午後１時～午後２時４０分 

   場 所  広島海区漁業調整委員会委員室（広島市中区基町１０-５２） 

       

２  招集年月日及び招集者 

   招集年月日  令和３年３月１２日（金） 

   招 集 者  会長 北 田 國 一 

 

３ 出席者 

 委員 (15人) 北田國一，川岡勝義，髙橋勝盛，久保河内鎮孝，山本学，濵松照行， 

中島克之，畑野利男，箱﨑照男，丸山和利，佐藤真奈美，山田正通， 

海野徹也，高田幸典，金子和民 

 

 県 (８人) 農林水産局水産課 課  長  飯田 悦左 

            〃           主  査 福地 博子 

                        主  査 前田 克明 

            〃           主  査  三浦 健太郎 

                        主  任  伊藤 祐介 

 西部農林水産事務所水産課 課  長 廣中 孝一 

 西部農林水産事務所水産第二課 課  長 竹本 広司 

 東部農林水産事務所水産課 課  長 横山 憲之 

         

  事務局 (３人) 山根次長，中林主査，久永主任 

 

４  傍聴人(利害関係者等) 

  なし 

 

５ 議題及び報告結果 

（1）付議事項 

   第68号議案 広島県資源管理方針の変更等について 

（結 果） 原案のとおり承認された。 

第69号議案 二そういわし船びき網漁業許可に係る制限措置及び申請期間等について 

（結 果） 原案のとおり承認された。 

（2）協議事項 

第70号議案 漁業関係法令違反に対する不利益処分要領の改正について 
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 (3）報告事項 

   令和３年度における各連合海区漁業調整委員会の入漁協定について 

(4）その他 

 

６  議事の経過  

午後１時，事務局の山根次長から第475回広島海区漁業調整委員会の開会を宣言し，委員

総数15名に対し全員が出席しており，本委員会が成立していることを報告した。 

その後，議事録署名者に川岡委員と濵松委員を指名し，議事に入った。 

 

（1） 付議事項 

【第68号議案 広島県資源管理方針の変更等について】 

議  長  はじめに，付議事項の第68号議案「広島県資源管理方針の変更等について」を上

程します。提案理由と内容を事務局から説明してください。 

山根次長 （68号議案の提案理由について，令和３年３月12日付けで知事から諮問があったこ

と，及び諮問の根拠規定を説明した。【提案内容は県から説明する旨発言】） 

前田主査 （資料１-１～１-４により，広島県資源管理方針にくろまぐろ（小型・大型）の具

体的な資源管理に係る方針を追加すること及び知事管理漁獲可能量の案について説

明した。） 

議  長  ただいま県から説明がありました。委員の皆様，ご意見，ご質問をお願いします。 

金子委員  この法律の条文についての説明は理解できましたが，最初のくろまぐろの資源管理

の概要中の資源管理の方法で，生存個体を採捕した場合は再放流すると，生きたもの

を獲ったら放せということですよね。 

前田主査  おっしゃるとおりです。 

金子委員  そのように言って，小型魚の0.2トン，大型魚の1.0トンというものは，要するに生

きていないため陸に揚げたものは獲ってもやむを得ない，その上限がこのトン数であ

ってそれも満杯，枠の７割を超えた場合には３日以内に報告しなさいというのだけれ

ど，超えたときに採捕停止命令を出すと書いてあります。よく理解できないのは，そ

もそも生きたものを放せということで採捕してしまった，やむを得ないというときに

これを超えて停止命令をかけるということが何の意味があるのかという気がするので

すが。どういう仕組みになっているのですか。 

前田主査  県側の意向も含めて話をさせていただくと，今，おっしゃることは確かにそのとお 

りなんです。本来の採捕停止規則の目的は，まぐろを狙って獲る漁業の場合で，例え 

ば最初からまぐろを獲るつもりで１トン超えたときには，上限では１トンと決められ 

ているからそれを超えたら罰則適用になります。話をややこしくさせているのは，い 

わゆる混獲であるケース，まぐろ目的ではなくてたまたま捕獲してしまったというケ 
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ースの時に，基本は再放流して，だけど獲れてしまったら資源把握のことがあるから 

報告してくださいというところなんです。これは従来からある考え方なんですが，今 

回の採捕規則でも，本当はこの程度の混獲ならこの採捕規則の罰則適用にならないと 

か，そういうところを明示しなければいけないと思いますが，今の時点でその辺りの 

解釈が定めきれていない。完全に明示してあればすっきりとお答えできるのですが。 

我々としたら実効性が薄いので，そういう規則を制定するのはどうかということを国 

に対しても言わせてもらっているのですが。 

金子委員  定めないといけないので定めたけれども，実態として採捕禁止命令というのは具体 

     的にどういうときに適用するのか考えているのですか。資源管理というものを担保す 

るための規則だけど，何か定めないといけないので定めたという形で，実効性につい 

て全く担保がない。担保はどうでもよく，とにかく一応定めておけと一般的に受け止 

めることもできます。停止命令はどういうときにどう発出して，発出したら資源管理 

がこうなりますよというフローがわかりますか。今の説明と条文を読んだだけでは， 

どういう場合に意味があるのかということが理解できないのですが。それで聞いてみ 

たのですが，意味のある規則になるのですか。 

前田主査  現状でいえば，結局，状況が徹底されるのが先か，規則とか定められる状況が先な 

     のかの議論がありまして，その先の方をとらしていただいた。変な話ですが，罰則適 

用の条件整備はこれからです。 

金子委員  疑問点についてピシッと解説してもらいたいと思いましたが，そこのところは曖昧 

ですが，だいたいわかりました。 

山田委員  金子委員がおっしゃった話で，文章の中身は全都道府県で一緒なんでしょうか。例 

えば，くろまぐろをたくさん獲っている県もあるし，広島県のようにほとんど獲って 

いない県もあるし，一緒なんでしょうか。 

前田委員  国の指導に従っていますので，基本的な部分は同じです。 

山田委員  金子委員がおっしゃった広島県は獲れていないのに管理手法をつくらないといけな 

い，他県ではたくさん獲れていて，例えば漁獲可能量も0.2トンではなくて何百トン或 

いは何千トンと入ってくると思うのですが，そこで先ほど金子委員がおっしゃった齟 

齬が生じているのではないかと思います。広島県であるばっかりにと思います。 

議  長  これは，１隻うちの組合の日ノ出丸の枠が元々この枠だったのです。これは対馬付 

近に行って獲る小型まぐろの枠が0.2トン，30キログラム以上が１トンということが２， 

３年前に決められた。今，このことを言っているのですよ。今はもう獲っていないの 

だから，広島県ではまぐろを獲るような船はいないのだから，それでもほったらかし 

にしておくわけにいかないので，前もって決めようとしているのではないですか。 

議  長  よろしいですか。 

全 委 員  はい。 
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議  長  他にありませんか。 

川岡委員  ありません。 

議  長  なければ採決に移ります。よろしいですか。 

全 委 員  はい。 

議  長  では，第68号議案「広島県資源管理方針の変更等について」は，原案のとおり承認 

してよろしいでしょうか。 

全 委 員  はい。 

議  長  異議なしということで，第68号議案は，原案のとおり承認します。 

【第69号議案 二そういわし船びき網漁業許可に係る制限措置及び申請期間等について】 

議  長  では，次に第69号議案「二そういわし船びき網漁業許可に係る制限措置及び申請期 

間等について」を上程します。提案理由を事務局から説明してください。 

山根次長 （69号議案の提案理由について，令和３年３月11日付けで知事から諮問があった 

     こと，及び諮問の根拠規定を説明した。【提案内容は県から説明する旨発言】） 

三浦主査 （資料２-１及び２-２により，二そういわし船びき網漁業許可に係る制限措置（操 

業区域，漁業時期，許認可隻数等）及び許認可の申請期間（令和３年４月21日～５ 

月21日）の案について説明した。） 

議  長  ただいまの説明について，委員の皆様のご意見，ご質問をお願いします。 

久保河内委員  ありません。 

議  長  なければ採決に移りたいと思いますが，よろしいでしょうか。 

全 委 員  はい。 

議  長  第69号議案「二そういわし船びき網漁業許可に係る制限措置及び申請期間等につい 

     て」は，原案のとおり承認することでよろしいでしょか。 

全 委 員  はい。 

議  長  異議なしということですので，第69号議案は，原案のとおり承認します。 

 

（2） 協議事項 

【第70号議案 漁業関係法令違反に対する不利益処分要領の改正について】 

議  長  続いて，協議事項に移ります。第70号議案「漁業関係法令違反に対する不利益処分 

要領の改正について」を上程します。 

山根次長 （70号議案の提案理由を説明した。【提案内容は県から説明する旨発言】） 

伊藤主任 （資料３により，漁業法等の改正に伴い，漁業法関係法令に違反した者に対する使 

用船舶の停泊命令等の不利益処分の内容を定める要領の改正の必要性を説明した。 

不利益処分の軽重は，一部の違反について軽くなるものの，基本的には現行と変わ 

りない旨，各規定を示して説明した。） 

議  長  ただいまの説明について，委員の皆様のご意見，ご質問をお願いします。 
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議  長  ないようであれば採決に移りますが，よろしいですか。 

全 委 員  はい。 

議  長  それでは第70号議案「漁業関係法令違反に対する不利益処分要領の改正について」 

     は，原案のとおり承認することでよろしいでしょうか。 

全 委 員  はい。 

議  長  異議なしということですので，第70号議案は，原案のとおり承認します。 

（3） 報告事項 

【令和３年度における各連合海区漁業調整委員会の入漁協定について】 

議  長  続いて，報告事項に入ります。「令和３年度における各連合海区漁業調整委員会の 

     入漁協定について」事務局から報告してください。 

山根次長 （資料４-１～４-４により説明した。岡山海区とは文書協議により，香川海区とは 

両海区会長による代表者会議により予定していた内容で入漁協定を締結できたが， 

愛媛海区とは小型底びき網漁業のうち愛媛県東部の入漁が要望より２統減，弓削島 

沖海域の入漁は協定に至らず継続審議とされた旨報告した。） 

議  長  ただいまの報告について，委員の皆様のご意見，ご質問をお願いします。 

箱﨑委員  東部海域で私どもの組合員のことで，事務局を始め会長，関係委員には大変ご迷惑 

     をおかけしました。前々から適正操業を指導してきましたが，今回は私も許せない， 

     皆怒っている。昨日の組合の総会でも，絶対に操業違反しないように，他の組合の組 

     合員さんに大変な迷惑をかけることになるからと厳しく注意しました。迷惑をかけて 

     大変申し訳ありませんでした。 

議  長  ただ今，箱﨑委員が言われたように愛媛県の底びき網については非常に厳しい状況 

にありますが，是非とも協定を締結しなければなりません。関係委員，そして県，事 

務局が連携して対応していく必要がありますので，今後ともよろしくお願いをいたし 

ます。 

山田委員  ただ今の件ですが，継続審議とのことですが，連合委員会の場として，それとも小 

委員会という形でされるのですか。 

山根次長  通常ですと，小委員会でやるのなら小委員会でと連合委員会の場で話が出るのです 

が，この度は出ておりませんので，基本的には連合委員会という場をもう一度設定し 

てされるものだと考えております。 

箱﨑委員  この海域の経緯がわかっていない者がいるんです。ここは昔違反が多くて，何とか 

しなければいけないということで，当時の海区委員さんと愛媛県の地元の組合長さん 

とが多大な尽力をして協定を結んだ漁場です。 

議  長  この漁場は愛媛県海域なのかもしれませんが，いつ頃から入漁させてもらうことに 

なっているのですか。 

山根次長  昭和43年ごろから共通海域ということで，広島県漁業者も愛媛県漁業者もどちらも 



5 

 

操業できる海域にしていただいたものです。それが10年ほど前に共通海域の廃止とい 

う話が出て，何とか残そうとして交渉の結果，愛媛県知事からの許可を受けての入漁 

という形にしていただいたという経緯がございます。 

山田委員  私が広島県の水産課長をしていた頃には，共通海域の話はもう決まっていましたが， 

今回の統数減の話は県知事の許可という行政処分でやっているので，その実績はある 

程度尊重されるはずと思います。急にゼロではなく，一定程度の整理を今の状況の中 

でしていかないといけないと思います。 

濵松委員  山田委員が言われることはよくわかりますが，底びきの網の話だけではなく他へ影 

響が及ぶおそれもあるので，強くは言えないところがあります。 

山田委員  ですが，何も言わないと，ずっと同じ立場でかみ合わない議論をすることになる。 

漁業許可制度でやっているので，その許可制度の中で整理しないといけないと思いま 

す。 

山根次長  ただ，今山田委員が言われたような許可制度上の話と，箱﨑委員や濵松委員が言わ 

     れるようなところがある中で，今後どのように対応していくのかが問題なのですが， 

愛媛県・事務局に対しては，委員会又は県としてこれからどのように調整していくの 

かを考えていただきたいと申し入れております。すぐという訳にはいきませんが，関 

係の方々と一緒に考えていきたいと思っておりますので，ご理解をいただければと思 

います。 

（4） その他 

議  長  このことについてはよろしいでしょうか。それではその他へ移ります。特に議題は 

ないようですが，委員の皆様から何かございますか。 

髙橋委員  一そうローラーごち網の申請期間はもうないのですか。 

三浦主査  走島漁協から新たに一そうローラーごち網の許可要望があったのですが，前回ご説 

明したとおり，備後海域では操業数が少なく共同漁業権区域内を除くといった制限措 

置がされていません。これまで実績がなかったところで新たに操業するとなりますと， 

漁業権漁業等との調整が必要ということで，その整理をした上で許認可方針を改正し， 

改めて申請期間等を定める必要があると考えております。 

東部農林横山課長  三浦主査から説明があったとおり，操業実績のある尾道周辺では全体の調整の中で 

共同漁業権区域内でも操業されていたところ，新たに福山市沿岸の海域でされるとい 

うことになれば，そのあたりの全体の協議を済ませてから，許可に至るか本庁で整理 

してもらって公示等の手続きに入るべきと。今回の公示の中では，走島からの申請は 

想定されていないということで，走島漁協へは話をさせていただいております。 

髙橋委員  従来どおりの定置網などの区域は除外して，それ以外の操業区域で許可にしたらい 

いのではないですか。 

東部農林横山課長  許可の条件や操業区域は，漁業法改正もあって許認可方針だけでなく公示の段階で 
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最終的に整理されることになりますので，許認可方針を改正した上で公示の手続きを 

取っていただくことになります。再度，地元でそのようにお話をさせていただくつも 

りです。 

議  長  よろしいですか。 

髙橋委員  はい。 

議  長  事務局から何かありませんか。 

山根次長  （今期で退任される漁業者委員の久保河内委員，山本委員，畑野委員，知事選任委 

員の丸山委員，金子委員，佐藤委員の順に紹介した。） 

議  長  退任される委員には，私からもお礼を申し上げます。私を含め残る委員は，今後と 

     も広島県の漁業のために委員として役目をしっかり務めたいと考えておりますので， 

よろしくお願いします。では，これをもちまして，第475回広島海区漁業調整委員会を 

終了します。 

              （午後２時４０分 閉会） 

 


